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親
子
の
対
話
で
有
意
義
な
夏
休
み
に 

校
長 

藤
﨑 

 

隆
博 

  

「
こ
れ
か
ら
も
家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
。」
こ
れ
は
、
本
校
の
子
供
の

七
夕
の
願
い
ご
と
で
す
。
連
日
報
道
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
脅
威
、
豪
雨
に
よ
る
災
害
へ
の
不
安
等
を
子
供
な
り
に
感
じ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
願
い
は
、
子
供
が
日
常
の
あ
り
が
た
さ
に
感

謝
し
つ
つ
、
家
族
の
幸
せ
を
願
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
一
学
期
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
行
事
の
一
部
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
概
ね
計
画
ど
お
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
保
護
者
、
地
域
、
関
係
機
関
の
皆
様
方
に
は
、
登
下
校
の
立
哨

指
導
、
読
み
聞
か
せ
、
環
境
教
育
や
郷
土
教
育
の
指
導
、
校
区
探
検

の
対
応
、
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
一
人
一
台
端
末
を
使
っ
た
授

業
の
参
観
等
、
い
つ
も
子
供
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
五
月
に
開
設
し

た
「
脇
本
小
学
校
ブ
ロ
グ
」
で
日
々
発
信
し
て
参
り
ま
し
た
。
皆
様

方
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
子
供
た
ち
の
「
学
ぶ
意
欲
」
や
「
感
謝

す
る
心
」
が
育
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
い
よ
い
よ
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。
夏
休
み
は
、
子

供
た
ち
が
学
校
を
離
れ
、
家
庭
や
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を

通
し
て
心
身
を
鍛
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
。「
夏
休
み
の
し
お
り
」
を

参
考
に
し
て
、
長
期
休
業
中
に
し
か
で
き
な
い
自
由
研
究
、
読
書
、

体
力
つ
く
り
等
に
挑
戦
す
る
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
今

年
は
テ
レ
ビ
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
も
良
い
学
び
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
子
供
任
せ
に
し
て
し
ま
う
と
、
生
活
リ
ズ
ム
が

乱
れ
が
ち
に
な
り
、
ゲ
ー
ム
、
ネ
ッ
ト
三
昧
の
日
々
を
送
る
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
後
押
し
す
る

に
は
、
親
子
の
対
話
が
大
切
で
す
。
保
護
者
の
皆
様
の
声
か
け
や
見

届
け
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。
夕
食
時
等
に
、
親
子
で
毎
日
の
生
活

を
振
り
返
る
時
間
を
設
定
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
併
せ
て
、

交
通
事
故
や
水
難
事
故
等
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、「
新
し
い
生

活
様
式
」
を
守
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
体
と
心
を

育
て
て
い
く
こ
と
も
繰
り
返
し
ご
指
導
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

折
し
も
八
月
は
、「
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
で
す
。
一
人

一
人
が
、「
人
権
は
自
分
自
身
の
生
活
に
深
く
関
わ
る
自
ら
の
課
題
で

あ
る
」
と
い
う
認
識
を
も
ち
、
そ
れ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
び
を
生
か
し
、

情
報
モ
ラ
ル
や
人
権
尊
重
の
理
念
に
つ
い
て
親
子
で
考
え
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
人
権
尊
重
の
理
念
は
、「
自
分
の
大
切
さ
と
と
も
に
他
人

の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と
」
で
す
。
身
の
回
り
に
誤
っ
た
知
識
や
不

確
か
な
情
報
に
よ
る
噂
話
、
偏
見
等
が
な
い
か
、
親
子
で
見
つ
め
直

す
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。「
家
族
み
ん
な
が
、
日
本

中
の
、
世
界
中
の
み
ん
な
が
幸
せ
で
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
…
。
」
是
非
、

親
子
の
対
話
を
密
に
し
た
夏
休
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
充
実
し
た
一
学
期
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
、
地
域
、
関
係
機
関
の
皆
様

方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
八
月
二
日

（
月
）
は
出
校
日
で
す
。
目
を
輝
か
せ
た
子
供
た
ち
と
再
会
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

                                                  

 

  

           キャッチフレーズ  「花とあいさつと読書の脇本小」  「歌声の響く脇本小」  HP「脇本小」で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

            

 

                     

   

 

 

  

 

  

 

    

                 

 

 

  

くくろろししおお 

８月 １日（日） ＰＴＡ遠泳大会 
   ２日（月） 出校日 
   ３日（火） 緑陰読書（10:00～10:30 図書室） 
  ２０日（金） 出校日 
  ２２日（日） ＰＴＡ空き瓶回収 
 
９月 １日（水） 始業式 
   ９日（木） 授業参観・学級ＰＴＡ 
  １６日（木） トトロのへや読み聞かせ 
  １８日（土） ＰＴＡ愛校作業 
  ２２日（水） 運動会会場準備 
  ２４日（金） 山田楽宮崎神社奉納 
  ２６日（日） 第７５回運動会 
  ２７日（月） 振替休日 
   
※ 遠泳大会練習 7月 21日（水）・26日（月）～30日（金） 
  山田楽練習 ８月 18日（水）～26日（木） 
  いじめ問題を考える週間 ９月１日（水）～３日（金） 
  学期始Ｂ校時週間 ９月１日（水）～３日（金） 

給食指導強調週間 ９月６日（月）～10日（金） 
９月分集金 ９月 13日（月）～15日（水） 
脇本っ子見届け週間 ９月 13日（月）～19日（日） 

  緑の日 ９月２日・８日・15日・21日・22日 

ウミガメ・シロチドリの環境を守ろう！ 

７月６日(火)３・４校時と 13 日（火）3 校時，３年生が

ウミガメとシロチドリの授業を行いました。下村の大川内

さんら５名が来校され，子供たちは，ウミガメの産卵の様

子やシロチドリの子育ての様子をＤＶＤ映像を見ながら，

学びました。今年もウミガメの産卵が確認されています。

放流が楽しみです。３年生は今後，春の遠足でできなかっ

た海岸清掃に取り組む予定です。 

 

 

 

 

 

 

浜本麦氏と脇本の自然を学ぼう！ 
７月９日（金），くすの木自然館専務理事兼専門研究員の浜本麦氏を

お招きして，４年生が環境学習を行いました。教室で，自然の干潟が

なくなると，海が汚れてしまうことや，食物連鎖が崩れて今のような

お寿司が食べられなくなることを学びました。専門的な難しい話を分

かりやすく説明してくださり，子供たちは目を輝かせて話に聞き入っ

ていました。その後，新田川の河口に出かけ，干潟にすむ生き物の採

集を行いました。採集した泥の中からはエビやゴカイなどたくさんの

生き物が見つかり，熱心に観察を行いました。 

この授業は，今年度から始まった「あくねよかとこ事業（キャリア

教育）」の一環として実施しました。この事業は，阿久根市の自然・文

化・歴史を学び，児童の阿久根を愛し地域や社会のために他者と協働

する力を育てることを目標としています。今度も，講師の招聘を予定

しています。 

 三笠中学校区少年指導連絡協議会で，民生児童員から校区内の崩

壊しそうな空き家についての情報がありました。馬場公民館から西

徳寺に向かう左側や槝之浦東地区の旅館跡等，通行時に危険な建物

があります。道路の反対側を通行するなど安全確保に努めてくださ

い。 

 また，千葉県八街市の事故を受けて，通学路のチェックを行いま

した。校区には車道との段差がない歩道や，歩道が狭い場所が多く

見られます。夏休みの自転車乗車時や歩行時には通行に気を付けて

ください。 


